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	 近年の著しい表面分析法の発展によって薄膜や表面の電子状態を詳細に調べるこ

とが可能となり[1]、その結果、トポロジカル量に基づく理論構築及び物質合成が実
施されてきた。現代の物性物理学では多種多様な Bi化合物が研究対象となっており、
ビスマス(Bi)は紛れもなくその中心となっている元素である。Sb がドープされた Bi
単結晶 Bi1-xSbx (x~0.1)は世界初のトポロジカル絶縁体と提唱され、我々は世界に先駆
けてその全スピン偏極バンド構造の決定に成功した[2]。さらに Sb ドープに伴う電
子状態変化を明らかにし[3]、そして複数の劈開面の表面状態も観測した[4]。当時、
発見からの約１年間、トポロジカル絶縁体は見向きもされなかったが、その後、世

界中で爆発的に研究が実施されるようになった。一方、Bi 単体の電子状態のトポロ
ジーについては、研究者の間で議論が続いていた。そこで、我々は Biのエピタキシ
ャル膜成長を駆使することで膜内に内在する電子状態の量子化を制御し、実験的に

Bi 結晶のトポロジーを決定した[5]。さらにアルカリ吸着や膜厚に伴う Bi の電子状
態変化を追跡し、その特殊な電子物性の起源も明らかにした[6]。本講演では、我々
を含めた Bi 及び Bi1-xSbx の電子構造研究を振り返るとともに、これまでの議論の争

点や今後の展開を解説する予定である。 
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